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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

９
９
回
目 

令
和
６
年

２

０

２

４

３
月
１
６
日 

池
田 

満 
１
２
代
の
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天
皇
）
さ
ま
の
時
は
、
大
陸
か
ら
の
外
圧
が
年
々
強
く
な
っ
て
く

る
時
代
で
し
た
。
古
墳
を
た
く
さ
ん
作
る
経
済
的
余
裕
は
出
来
た
の
で
す
が
…
。
（
た
め
池
で
） 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ま
が
、
激
動
の
時
代
を
か
じ
取
り
し
て
く
れ
る
も
の
と
の
期
待
が
、
タ
ケ
さ
ま
の

早
世
で
ま
ぼ
ろ
し
の
夢
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
編
集
が
成
っ
た
ア
ス
ス
８
４
３
年
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
５
６
年
）
の
後
、
２
年

後
に
は
高
穴
穂
の
ミ
ヤ
に
御
幸
を
な
さ
い
ま
す
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天
皇
）
さ
ま
５
８
年
（
続
ア

ス
ス
８
４
５
年
。ア
ス
ス
は
８
４
３
年
ま
で
、そ
の
後
は
続
ア
ス
ス
と
言
い
ま
す
）
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
２
年
後
に
、

高
穴
穂
の
ミ
ヤ
に
て
崩
御
な
さ
い
ま
す
。
（
１
４
６
歳
、
『
日
本
書
紀
』
の
１
０
６
歳
は
誤
記
） 

ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ

（
ウ
チ
ヒ
ト
）
さ
ま

が
１
３
代
の
ス
ヘ

ラ
ギ
（
成
務
天
皇
）

に
即
位
さ
れ
ま
す
。

高
穴
穂
の
ミ
ヤ
が

ミ
ヤ
コ
と
な
り
ま

す
。
天
智
天
皇
の
と

き
と
同
じ
、
近
江
の
ミ
ヤ
コ
。
近
江
が
対
大
陸
の
前
線
基
地
的
な
意
味
合
い
。
３
８
代
天
智
天
皇
（
在

位:6
6

8

年-
 6

7
2

年
） 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ま
の
お
子
様
の
タ
リ
ナ
カ
ヒ
コ
が
１
４
代
の
ス
ヘ
ラ
ギ
（
仲
哀
天
皇
）
を
お
継
ぎ

に
な
ら
れ
ま
す
。（
高
穴
穂
の
ミ
ヤ
）
仲
哀
天
皇
は
ク
マ
ソ
の
平
定
で
非
業
の
崩
御
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

そ
の
弟
君
の
ワ
カ
タ
ケ
さ
ん
は
特
に
他
に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 



 

2 

４
０
、
ア
ツ
タ
カ
ミ 

ヨ
を
い
な
む 

ア
ヤ 

後
半 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
代 

景
行
天
皇 
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8

・39

・40

ア
ヤ
、
三
分
割
の
下
の
後
半  

 

 

４
０
‐
６
４ 

ア
ス
ス
８
３
１
年
か
８
３
２
年
の
事
で
し
た
。
ア
メ
の
ミ
チ
を
学
び
た
い
と
、
ヒ
タ
カ
ミ
か
ら
来

て
い
た
５
人
の
ク
ニ
ツ
コ
（
後
の
国
造
に
近
い
）
が
居
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ん
は
、
イ
セ
（
伊
勢
）
の

ヤ
マ
ト
ヒ
メ
に
預
け
置
い
た
の
で
し
た
。
で
す
が
、
イ
ヤ
マ
イ
（
敬
い
）
の
心
が
無
い
た
め
、
問
題
に
な
り

ま
す
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
困
っ
て
、
ヱ
ソ
（
ヒ
タ
カ
ミ
か
ら
来
た
ク
ニ
ツ
コ
達
）
を
咎
め
て
此
処
に
は
置
け
な

い
か
ら
と
、
ミ
カ
ト
（
朝
廷
・
ナ
ラ
）
に
申
し
送
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
ミ
カ
ト
（
朝
廷
）
で
は
、
ミ
モ
ロ
（
三
輪
山
付
近
）
に
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、

程
も
な
く
勝
手
に
木
を
切
っ
て
タ
ミ
（
民
衆
）
の
妨
げ
を
働
き
ま
し
た
。
伸
び
や
か
な
自
然
豊
か
な
土
地

に
暮
ら
し
て
い
た
ら
、
せ
せ
こ
ま
し
い
ミ
ヤ
コ
で
の
生
活
に
は
な
か
な
か
馴
染
め
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ

う
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
の
キ
ミ
（
景
行
天
皇
）
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

４
０
‐
６
５ 

「
ヱ
ミ
シ
達
は
、
人
こ
こ
ろ
な
く
、（
此
処
、
ミ
ヤ
コ
に
は
）
置
き
難
き
も
の
で
す
。
マ
マ
（
適
当
）

に
別
け
置
き
ま
す
。
ハ
リ
マ
（
播
磨
）
と
、
ア
キ
（
安
芸
）
と
、
ア
ハ
（
阿
波
）
と
、
イ
ヨ
（
伊
予
）
と
、

サ
ヌ
キ
（
讃
岐
）
に
と
、
サ
エ
キ
ヘ
【
詳
細
は
未
詳
】
と
し
ま
す
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

４
０
‐
６
６ 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
（
景
行
天
皇
）
４
６
年
（
ア
ス
ス
８
３
３
年
）
の
ハ
ル
（
春
）
の
ナ
ナ
ク
サ
の

ミ
ア
エ
（
七
草
の
年
中
行
事
）
の
事
で
し
た
。
ウ
タ
の
日
数
（
３
１
日
？
）
ま
で
経
て
も
、
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ

と
タ
ケ
ウ
チ
と
が
詣
で
来
な
い
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
二
人
を
召
し
て
尋
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ワ
カ
タ
リ

ヒ
コ
が
答
え
ま
し
た
。
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ
は
、
フ
タ
チ
イ
リ
ヒ
メ
さ
ん
と
の
間
の
ミ
コ
（
皇
子
）
で
す
。 

 

「
エ
ラ
ク
（
行
事
に
集
中
す
る
）
日
は
、
ア
ソ
ヒ
（
ア
に
添
い
行
く
、
遊
び
）
戯
れ
て
、
コ
ト
（
危
険
）

を
忘
れ
る
も
の
で
す
。
ク
ル
エ
ト
（
狂
う
人
）
が
あ
れ
ば
、
こ
の
隙
を
狙
っ
て
窺
う
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

為
に
、
ミ
カ
キ
（
御
垣
）
を
守
っ
て
お
り
ま
し
た
」 

 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
、
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ
の
心
遣
い
を
篤
く
お
褒
め
に
な
り
ま
し
た
。 

４
０
‐
６
８ 

ハ
ツ
キ
（
８
月
）
３
日
に
、
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ
を
世
継
ぎ
の
ミ
コ
に
と
定
め
に
な
り
ま
し
た
。
タ
ケ

ウ
チ
・
ス
ク
ネ
は
ム
ネ
の
ト
ミ
で
す
。
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ
と
、
タ
ケ
ウ
チ
と
は
同
じ
年
の
生
ま
れ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 
 

４
０
‐
６
９ 

５
２
年
（
ア
ス
ス
８
３
９
年
）
サ
ツ
キ
（
５
月
）
ス
エ
ヤ
カ
（
２
８
日
）
に
、
キ
サ
キ
の
ハ
リ
マ

の
イ
ナ
ヒ
・
ヲ
イ
ラ
ツ
メ
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ナ
ヒ
の
ヲ
イ
ラ
ツ
メ
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ

さ
ま
の
母
上
で
す
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ん
の
薨
去
か
ら
９
年
の
後
の
事
で
し
た
。
見
送
り
ノ
リ
（
葬
送
の
や

り
方
）
は
ア
ツ
タ
ノ
リ
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

オ
オ
タ
ン
ヤ
ワ
ケ
（
タ
ニ
ハ
ミ
チ
ウ
シ
の
子
、
フ
タ
チ
イ
リ
ヒ
メ
の
父
）
が
ミ
ケ
（
お
粥
）
を
炊
い
で
、

チ
リ
・
ヒ
ル
・
メ
シ
（
良
く
な
い
事
を
、
払
い
除
く
、
メ
シ
（
ミ
ケ
））
と
し
て
ヒ
ラ
テ
（
平
皿
）
に
盛
り

ま
す
。
孫
娘
さ
ん
の
ヌ
ノ
オ
シ
ヒ
メ
に
チ
リ
・
ヒ
ル
・
メ
シ
を
恭
し
く
頂
か
せ
ま
す
。
ソ
フ
・
タ
ン
ヤ
ワ
ケ

（
オ
オ
タ
ン
ヤ
ワ
ケ
？
）
は
先
駆
り
に
立
ち
ま
す
。
次
は
ヒ
メ
ミ
コ
（
皇
女
）
が
続
き
ま
す
。 

次
に
、
ス

ケ
・
キ
サ
キ
や
、
ウ
チ
メ
や
、
オ
シ
モ
メ
、
ア
オ
メ
達
の
３
０
人
が
続
き
ま
す
。 

４
０
‐
７
１ 

そ
の
次
に
、
モ
ト
モ
ト
の
ヤ
イ
ロ
ハ
タ
（
ト
ホ
カ
ミ
ヱ
ヒ
タ
メ
）
と
、
カ
ミ
コ
ト
（
源
流
の
コ
ト
）
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の
４
８
の
音
韻
の
ヲ
シ
テ
を
別
け
染
め
て
、
キ
ヒ

（
吉
備
）
の
イ
エ
ト
ミ
（
郎
党
た
ち
）
が
持
ち
並
び

ま
す
。 

そ
し
て
、
タ
テ
モ
ノ
（
形
取
っ
た
掲
げ
物
）
の
ク

モ
（
雲
）
を
掲
げ
て
架
け
橋
に
見
立
て
た
カ
ス
ミ

（
霞
）
に
チ
ト
リ
（
千
鳥
）
も
掲
げ
ま
す
。 

次
に
、

キ
ヒ
（
吉
備
）
の
ヱ
（
兄
）
タ
ケ
ヒ
コ
と
、
ハ
リ
マ

（
播
磨
）
の
オ
ト
（
弟
）
タ
ケ
ヒ
コ
が
ヨ
ハ
キ
シ
（
箒

状
の
も
の
か
？
）
を
持
っ
て
、
マ
テ
（
左
右
）
に
並

ん
で
歩
み
ま
す
。 

ミ
ハ
シ
ラ
（
ヲ
イ
ラ
ツ
メ
さ
ん

の
依
り
代
）
は
ウ
チ
ミ
ヤ
（
キ
サ
キ
の
ミ
ヤ
）
の
ト

ミ
が
寄
り
添
い
ま
す
。
そ
し
て
ミ
コ
シ
（
神
輿
）
が
続
き
ま
す
。
ミ
コ
シ
に
繋
が
る
ヌ
ノ
（
布
）
の
ミ
ヲ
ス

エ
（

）
に
、
ミ
コ
（
皇
子
）
達
が
縋
（
す
が
）
り
行
き
ま
す
。 

ヲ
シ
カ
ト
（
勅
使
）
は
、
ウ

ツ
シ
・
ヒ
の
オ
ミ
【
詳
細
は
未
詳
】
で
し
て
、
コ
シ
（
御
輿
）
に
乗
っ
て
行
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
諸
人
が

行
列
を
為
し
て
お
見
送
り
を
し
ま
し
た
。
ハ
リ
マ
の
イ
ナ
ヒ
・
ヲ
イ
ラ
ツ
メ
の
ミ
サ
サ
ギ
（
御
陵
）
は
、
加

古
川
市
大
野
日
岡
山
、
加
古
川
を
望
む
丘
に
営
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

４
０
‐
７
４ 

ア
フ
ミ
（
７
月
）
ナ
カ
（
７
日
）
に
、
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
さ
ん
が
ウ
チ
ツ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
に
な

ら
れ
ま
す
。 

ア
ス
ス
８
３
９
年
？ 

８
４
０
年
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 
 

 
 

 
 

 

・ 
 

４
０
‐
７
４ 

５
３
年
（
ア
ス
ス
８
４
０
年
）
ホ
ツ
ミ
（
８
月
）
に
東
国
巡
幸
の
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
さ
れ
ま
す
。 

 

「
返
り
思
っ
て
み
て
も
、
空
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。
せ
め
て
、
コ
ウ
ス
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
が
ム
ケ

シ
（
帰
順
さ
せ
た
）
ク
ニ
（
土
地
）
を
巡
り
た
い
も
の
だ
」 

 

と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
て
、
ミ
ユ
キ
（
御
幸
）
に
出
発
な
さ
い
ま
し
た
。
先
ず
、
イ
セ
（
伊
勢
）
に
向
か

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
オ
ハ
リ
の
ツ
シ
マ
（
津
島
市
、
津
島
神
社
）
に
至
り
ま
し
た
ら
、
オ
ハ
リ
の
ム
ラ
シ

（
連
）
が
出
迎
え
に
来
て
い
ま
し
た
。
オ
ハ
リ
の
ム
ラ
シ
は
ミ
ヤ
ス
ヒ
メ
の
父
で
す
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん

（
１
３
３
歳
）
に
比
べ
て
、
齢
は
う
ん
と
若
い
の
で
し
た
。
オ
ハ
リ
の
ム
ラ
シ
は
、
オ
ハ
リ
の
ム
ラ
シ
と
一

緒
に
ハ
ラ
ミ
（
富
士
山
）
へ
の
道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
共
に
、
オ
ホ
マ
の
ト
ノ
（
富
士
山
南
麓
の

ミ
ヤ
）
に
お
入
り
に
な
ら
れ
る
の
で
し
た
。 

４
０
‐
７
６ 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
（
景
行
天
皇
）
は
、
お
ん
（
御
）
親
（
み
ず
）
か
ら
ニ
ギ
テ
を
お
作
り
に
な
っ

て
、
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

４
０
‐
７
６ 

「
親
子
の
ユ
ク
リ
（
親
密
な
時
間
、
余
裕
）
も
得
ら
れ
な
い
で
居
ま
し
た
。
ヲ
ヲ
ヤ
ケ
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
）
の
仕
事
は
多
義
に
複
雑
に
絡
ん
で
い
ま
す
か
ら
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
の
ま
ま
、
別
れ
離

れ
て
会
う
事
も
出
来
ず
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。 

 

わ
た
く
し
は
、
コ
ウ
ス
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
を
ど
う
し
て
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
齢
も
あ
と
限
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
ら
此
処
に
来
た
っ
て
ニ
ギ
テ
（
幣
を
捧
げ
る
）
を
為
し
ま
す
」 

 

と
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
、
じ
っ
と
、
長
い
間
祈
念
を
為
さ
れ
続
け
ら
れ
る
の
で
し
た
。
コ
ウ
ス
の
ミ
コ

に
、
痛
ま
し
き
か
な
と
、
お
祈
り
を
さ
れ
る
の
で
す
。 

４
０
‐
７
７ 

さ
て
、
そ
の
日
の
夜
の
事
で
し
た
。
ツ
シ
マ
（
尾
張
・
津
島
）
か
ら
付
き
添
っ
て
来
て
い
た
ツ
シ

マ
・
モ
リ
は
、
ユ
メ
（
夢
）
を
見
ま
し
た
。
シ
ラ
・
イ
ト
リ
（
白
い
大
き
な
鳥
）
が
現
れ
て
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
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さ
ん
の
姿
に
変
貌
す
る
の
で
し
た
。
そ
れ
で
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
い
の
で
す
。
不
思
議
な
事
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ

ケ
さ
ん
も
同
じ
夢
を
見
た
の
で
す
。 

 

「
ヲ
ヲ
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
は
、
ソ
サ
ノ
ヲ
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
『
い
か
ん
そ
（
如
何
に
ぞ
） 

ク
ニ
の
そ
む
（
施
政
官
に
な
ろ
う
と
す
る
）
な
ら
ば
、 

そ
れ
に
は
「
ア
メ
ノ
リ
」
を
為
せ
ば
こ
そ
で
、
ク

ニ
の
カ
ミ
（
後
の
国
司
に
近
い
）
に
も
任
命
出
来
ま
す
』
。 

４
０
‐
７
９ 

そ
し
て
、
ヲ
シ
エ
（
教
え
）
の
ウ
タ
を
お
示
し
に
な
ら
れ
る
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
め
が
し
た 

や
わ
し
て
め
く
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ひ
つ
き
こ
そ 

は
れ
て
あ
か
る
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

た
み
の
た
ら
ち
ね 

 

と
こ
ろ
が
、
ソ
サ
ノ
ヲ
に
は
教
え
諭
し
の
ウ
タ
が
解
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
ツ
ミ
（
罪
）
に
陥
っ
て

し
ま
う
ソ
サ
ノ
ヲ
で
し
た
。
そ
れ
を
、
イ
フ
キ
ヌ
シ
（
ツ
キ
ヨ
ミ
と
イ
ヨ
ツ
ヒ
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
）
が

助
け
起
こ
し
て
功
績
を
上
げ
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
ソ
サ
ノ
ヲ
は
、
カ
ミ
（
後
の
国
司
に
近
い
）
に
任

じ
ら
れ
ま
す
。 

４
０
‐
８
０ 

ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
は
、
こ
の
「
ア
メ
ノ
リ
」
の
心
を
以
っ
て
「
ホ
・
ツ
・
マ
（
作
物
が
、
集
ま
り
、

生
じ
る
原
理
）
」
を
得
て
ア
マ
キ
ミ
と
な
っ
た
の
で
し
た
。 

４
０
‐
８
１ 

羨
ん
で
、
カ
リ
の
ヲ
ヤ
コ
【
詳
細
は
未
詳
】
に
と
、
コ
ウ
ス
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
と
し
て
生
ま
れ
来

た
っ
た
の
で
し
た
。
イ
ノ
チ
は
長
い
歴
史
の
内
で
、
た
ま
た
ま
借
り
て
い
る
だ
け
。
と
言
っ
た
意
味
も
込

め
ら
れ
て
あ
る
か
。
（
合
田
さ
ん
の
読
み
取
り
で
す
） 

 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
の
ミ
コ
ト
（
命
）
を
受
け
て
キ
ツ
（
東･

西
）
を
ム
ケ
て
（
平
定
し
て
）
帰
り
ま
し
た
。

カ
ミ
（
祖
先
の
偉
人
た
ち
）
も
心
静
か
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
心
残
り
は
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ

さ
ん
に
見
え
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ア
ツ
サ
タ
ス
（
ア
モ
ト
か
ら
伝
わ
り
集
ま
り
広
が
っ
て
、

結
実
し
て
く
る
）
タ
ラ
チ
（
父
親
）
の
恵
み
を
嬉
し
く
な
い
と
思
わ
な
い
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

４
０
‐
８
２ 

そ
う
言
っ
て
、
コ
ウ
ス
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
は
オ
リ
カ
ソ
エ
（
ナ
カ
ツ
ホ
か
ら
前
後
に
意
味
を
含
ん

で
い
る
ウ
タ
）
の
ツ
ツ
ウ
タ
を
示
す
の
で
し
た
。
（
何
の
言
葉
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
？
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
つ
た
か
み 

も
と
つ
し
ま
は
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
れ
る
か
ひ
か
わ 

 
 

 
 

 
 

 

 

４
０
‐
８
３ 

三
度
、
述
べ
て
シ
ツ
の
姿
（
流
浪
の
旅
姿
）
に
な
っ
て
雲
の
向
こ
う
に
隠
れ
て
行
き
ま
し
た
」 

 

キ
ミ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
）
は
夢
が
覚
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

「
カ
ミ
（
ミ
タ
マ
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
の
告
げ
で
し
た
。
コ
ウ
ス
は
言
う
わ
け
で
し
た
。 

 

『
わ
れ
は
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
前
は
、
い
や
し
き
ヒ
カ
ワ
カ
ミ
で
す
。
元
に
帰
る
だ
け
で
す
』 

 

わ
た
く
し
が
愛
情
に
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
迷
い
を
覚
ま
し
て
諭
す
た
め
の
示
し
だ
っ
た
の
で
す
。 
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考
え
て
み
ま
す
と
、
昔
の
言
葉

に
も
あ
り
ま
し
た
。 

『
ヒ
ト
は
カ
ミ 

カ
ミ
は
ヒ
ト

な
り
』
と
、
タ
ツ
の
子
の
教
え
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
ト
ヨ
ケ
カ
ミ

の
お
言
葉
（
ホ
２
６
‐
３
６
）
で

す
ね
。 

『
フ
ト
マ
ニ
』（
ヲ
ヨ
ロ
）
に
も

よ
く
似
た
意
味
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
名
に
も
誉
れ
の
「
カ
ミ
」
と
「
ヒ
ト
」
の
称
号
で
す
。
ミ
チ
を
立
て
行
く
ノ
リ
の
カ
ミ
は
、「
ヒ

ト
」
に
名
乗
り
ま
す
。
ア
マ
カ
ミ
の
名
乗
り
名
で
す
。「
ヒ
ト
」
が
ス
ナ
ホ
（
純
心
）
に
て
「
ホ
・
ツ
・
マ

（
作
物
が
、
集
ま
り
、
生
じ
る
原
理
）
」
に
誠
心
誠
意
に
ゆ
け
ば
ま
こ
と
に
「
カ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も

の
で
す
。
こ
の
夢
か
ら
の
告
げ
に
拠
っ
て
コ
ウ
ス
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
は
ア
ツ
タ
カ
ミ
と
し
て
称
（
た
た
）
え

て
祭
り
ま
し
ょ
う
」 

４
０
‐
８
５ 

ミ
ヤ
ス
ヒ
メ
は
、
ア
ツ
タ
カ
ミ
を
イ
ツ
キ
（
奉
祭
す
る
）
し
ま
す
。
そ
し
て
ク
ラ
ヘ
【
ヤ
シ
ロ
の

守
り
の
職
掌
、
か
？
】
を
置
き
ま
す
。
ま
た
、
カ
ン
ヌ
シ
（
社
掌
、
宮
司
）
も
置
き
ま
す
。
ミ
ヤ
ツ
カ
サ
ナ

ミ
【
詳
細
は
未
詳
】
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

４
０
‐
８
６ 

さ
ら
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
（
景
行
天
皇
）
は
ア
ツ
マ
チ
（
関
東
地
方
へ
の
道
）
に
お
進
み
に
な

り
ま
し
た
。
サ
カ
ム
（
相
模
）
に
て
、
サ
ク
ラ
ネ
・
マ
シ
と
、
ホ
ツ
ミ
・
テ
シ
と
が
お
迎
え
し
て
ミ
ア
エ

（
ご
馳
走
）
し
て
持
て
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
を
拝
し
て
マ
シ
も
テ
シ
も
、
泣
き
な
が
ら

に
言
う
の
で
し
た
。 

 

「
ヲ
ト
タ
チ
ハ
ナ
ヒ
メ
を
亡
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
、
見 ま

み

え
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
」 

 

キ
ミ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
）
も
涙
に
暮
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 
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４
０
‐
８
７ 

そ
う
し
ま
し
て
、
ミ
サ
シ
（
カ
ク
の
実
を
挿
す
、
武
蔵
）
に
進
み
ま
す
と
、
ト
ラ
カ
シ
ハ
（
虎
柏

神
社
、
調
布
市
）
が
サ
カ
キ
（
榊
）
で
作
っ
た
ミ
ス
カ
タ
（
人
形
）
を
奉
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
キ
ミ

（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
）
が
見
て
み
ま
す
と､

ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ん
の
姿
に
そ
っ
く
り
で
し
た
。 

４
０
‐
８
８ 
「
ひ
と
た
び
会
う
事
が
出
来
た
よ
う
で
す
。
ま
っ
た
く
も
っ
て
よ
く
似
た
、
か
れ
に
、
メ
ク
ロ
（
目

も
黒
い
）
と
」 

 

そ
こ
で
、
こ
の
郷
（
さ
と
）
の
名
前
を
「
メ
ク
ロ
（
目
黒
）」
と
お
名
付
け
に
な
り
ま
し
た
。 

（
大
日
本
地
名
辞
書
に
「
江
戸
砂
子
」
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
）
慈
覚
大
師
（
円
仁
）
の
時
に
は
、

言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

カ
ミ
ス
ガ
タ
（
み
姿
、
人
形
）
は
オ

ホ
ヤ
マ
ミ
ネ
（
阿
夫
利
神
社
、
伊
勢
原

市
大
山
）
に
ヤ
シ
ロ
（
神
社
）
を
建
て

て
祭
り
ま
す
。【
詳
細
は
未
詳
】 

 
 

 
 

 

・ 

４
０
‐
８
９ 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
を
乗
せ
た
ミ
フ
ネ
（
行
幸
船
）
は
カ
ツ
サ
（
上
総
）
に
行
き
ま
す
。
ア
ホ
の
ハ

マ
（
富
津
岬
の
付
近
）
に
て
、
ミ
サ
コ
（
浜
辺
に
い
る
小
型
の
タ
カ
・
鳶
）
が
食
べ
て
い
る
ヱ
（
餌
）
を
タ

ミ
に
問
わ
れ
ま
し
た
。 

タ
ミ
は
「
あ
れ
は
、
ウ
ム
ギ
（
ア
オ
ヤ
ギ
？ 

ハ
マ
グ
リ
？
）
で
す
。
シ
ツ
（
私
た
ち
一
般
人
）
も
好
ん

で
食
べ
ま
す
。
ナ
マ
ス
（
お
刺
身
）
も
良
い
で
す
」
と
答
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
ム
ツ
カ
リ
（
ナ
ナ
ツ
カ
ハ
キ

の
子
孫
）
が
カ
マ
・
タ
ス
キ
を
し
て
ウ
ム
ギ
（
ア
オ
ヤ
ギ
か
？ 
ハ
ナ
ク
リ
か
？
）
を
取
り､

ナ
マ
ス
（
刺

身
）
に
作
っ
て
勧
め
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
カ
シ
ハ
・
ト
モ
ヘ
（
後
の
大
膳
職
）
の
名
を
賜
る
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

４
０
‐
８
９ 

オ
ホ
ヒ
コ
（
８
代
ク
ニ
ク
ル
（
孝
元
天
皇
）
の
ミ
コ
）
の
マ
コ
（
子
孫
）
の
イ
ワ
カ
ナ
リ
が
お
供

し
て
案
内
し
て
い
ま
し
た
。
カ
シ
マ
に
て
シ
シ
マ
イ
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
カ
シ
マ
・
カ
ク
ラ

（
鹿
島
の
神
楽
）
の
シ
シ
マ
イ
（
獅
子
舞
い
）
の
謂
（
い
わ
）
れ
を
問
い
ま
し
た
。
カ
シ
マ
の
ト
キ
ヒ
コ

は
、
謂
れ
を
説
明
し
ま
す
。 

 

「
こ
れ
は
昔
の
事
で
御
座
い
ま
す
。 

 

 

ツ
チ
キ
ミ
（
サ
ル
タ
ヒ
コ
）
が
イ
ヨ
（
伊
予
）
に
渡
っ
た
折
の
こ
と
で
し
た
。
シ
シ
（
イ
ノ
シ
シ
）
が
作

物
を
貪
り
食
べ
る
の
で
、
ツ
チ
キ
ミ
は
こ
れ
を
捕
っ
て
朝
廷
に
奉
っ
た
こ
と
が
本
居
（
も
と
い
）
で
す
。 

シ
シ
マ
イ
は
、
茨
城
県
の
石
岡
市
で
盛
ん
で
す
。 

４
０
‐
９
２ 

キ
ミ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
）
も
楽
し
み
見
ら
れ
る
カ
ク
ラ
・
シ
シ
で
し
た
。
カ
シ
マ
の
カ
ク
ラ
・
シ
シ

は
ヤ
ヨ
ロ
（
８
万
年
、
マ
サ
カ
キ
・
コ
ヨ
ミ
で
の
計
数
年
）
も
の
長
い
間
に
も
渡
っ
て
伝
え
続
け
ら
れ
て
き

た
も
の
で
し
た
。
人
々
に
病
（
や
ま
い
）
な
ど
障
害
の
無
き
よ
う
に
と
祈
っ
て
弄
ぶ
サ
ル
タ
の
カ
ミ
の
名

前
に
因
ん
で
言
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
病
（
や
ま
い
）
も
去
る
、
の
意
味
を
持
つ
の
が
サ
ル
タ
ヒ
コ
の
カ
ク

ラ
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

 

４
０
‐
９
３ 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
（
景
行
天
皇
）
は
、
５
３
年
（
ア
ス
ス
８
４
０
年
）
シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
に
、

イ
セ
（
伊
勢
）
に
上
（
の
ぼ
）
り
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ロ
ト
（
妹
、
義
母
妹
）
の
お
い
で
の
イ
ソ
の
ミ
ヤ
（
磯

神
社
、
伊
勢
市
）
に
滞
在
な
さ
い
ま
し
た
。 

 

翌
年
の
、
５
４
年
（
ア
ス
ス
８
４
１
年
）
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
ミ
ソ
カ
（
３
０
日
）
に
は
、
ヒ
シ
ロ
の
ミ
ヤ

（
桜
井
市
）
に
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
の
で
し
た
。 
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・ 
 

 
 

・ 
 

 
 

・ 

 

４
０
‐
９
４ 
こ
の
時
に
、
ミ
ワ
の
タ
タ
ネ
コ
は
、
ミ
ヨ
（
御
世
）
の
フ
ミ
（
文
献
）
を
ア
ミ
（
編
集
し
）
ま
し

て
、
カ
ミ
ヨ
（
光
輝
あ
る
古
代
の
御
世
）
の
「
ホ
・
ツ
・
マ
（
作
物
が
、
集
ま
り
、
生
じ
る
原
理
）」
の
「
チ

（
ミ
チ
、
生
じ
さ
せ
る
べ
く
、
集
ま
り
為
し
行
く
）」 

の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
、
４
０
ア

ヤ
に
編
集
し
ま
し
た
。 

 

ク
ニ
ナ
ツ
（
オ
オ
カ
シ
マ
、
カ
ス
ガ
の
家
の
当
代
当
主
）
に
、
こ
れ
を
示
し
ま
し
て
、
ま
た
、
ク
ニ
ナ
ツ

は
『
ミ
カ
サ
フ
ミ
』
を
ミ
ワ
に
示
し
ま
し
た
。
良
く
読
み
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
職
分
に
あ
っ
た
良
い

内
容
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
相
談
の
結
果
、
新
た
に
フ
ミ
を
染
め
て
、
浄
書
・
浄
染
の
美
し
い
フ
ミ

（
文
書
・
文
献
・
巻
物
）
を
、
こ
の
二
家
（
ふ
た
や
）
よ
り
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
の
許
に
、
朝
廷
に
上
程
献

上
を
致
す
次
第
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 
 

 

・ 

４
０
‐
９
６ 

そ
も
そ
も
、
こ
の
我
が
家
の
フ
ミ
（
文
書
・
文
献
・
巻
物
）
は
、
モ
ノ
ヌ
シ
（
６
代
目
、
ク
シ
ミ

カ
タ
マ
、
ワ
ニ
ヒ
コ
）
が
、
１
２
代
ウ
カ
ヤ
フ
キ
ア
ハ
セ
ス
さ
ん
の
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
受
け
て
編
集
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
前
半
部
分
に
な
り
ま
す
。
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
は
、
ア
ワ
ミ
ヤ
【
多
く
の
候
補
地
あ
り
。
１
、
奈

良
市
、
率
川
阿
波
神
社
。
２
、
徳
島
県
阿
波
市
、
事
代
主
神
社
。 

他
に
も
多
く
あ
り
】
に
入
れ
置
き
ま
し

た
。
そ
の
後
に
、
写
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
た
フ
ミ
や
、
諸
家
で
編
ま
れ
た
フ
ミ
に
、
マ
チ
マ
チ
（
違
い
）
が
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。
食
い
違
い
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
簡
単
に
誹
謗
（
そ
し
る
）
す
る
事
に
走
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
記
述
す
る
際
に
も
、
ま
た
、
伝
承
し
て
ゆ
く
際
に
も
齟
齬
は
生
じ
や
す
い
も
の
で

す
。
モ
モ
チ
（
百
・
千
）
に
試
み
て
、
遥
か
な
る
尊
い
カ
ミ
チ
（
光
輝
の
源
の
古
い
時
代
の
精
華
）
に
と
、

ま
さ
に
、
入
り
ゆ
く
べ
し
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

４
０
‐
９
８ 

時
は
、
ア
ス
ス
８
４
３
年
の
ア
キ
（
秋
）
の
ア
メ
カ
（
天
空
が
澄
み
切
っ
て
、
日
差
し
が
美
し
い

日
）
で
す
。
こ
れ
（
『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
４
０
巻
）
を
献
上
し
て
奉
り
ま
す
。 

 

わ
た
く
し
、
ミ
ワ
の
ト
ミ
（
臣
）
の
ス
ヱ
ト
シ
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
）
は
、
畏
れ
つ
つ
も
謹
み
て
ソ
ム
（
浄

書
、
謹
み
染
め
る
）
も
の
で
御
座
い
ま
す
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・ 

 

「直
訳
偽
書
の
秀
真
伝
（し
ゅ
う
し
ん
で
ん
）」
の
人
々 

 

故
、
吾
郷
清
彦
（哲
夫
） 

 

故
、
鳥
居
礼
（梶
谷
欣
弘
） 

 

故
、
神
渡
良
平
（猿
渡
） 

 

故
、
鏑
国
男 

千
葉
富
三 

 

な
ど
な
ど 

 


